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１ 観光入込客数 

各市町村が観光入込客数を調査推計し、各市町村からの報告に基づき、県が集

計している。 

（１）調査概要 

 

（２）調査結果～観光入込客数の動向～ 

新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）の拡大の影響

により、令和２・３年においては、県内各地の観光地点における観光入込客

数は大きく減少したものの、令和４年以降回復傾向にあり、令和５年は令和

４年を大幅に上回る入込客数となった。 

令和５年の観光入込客数は、62,903,800 人（前年差＋10,834,300 人）

で、前年から 20.8％の増加となっている。 

また、新型コロナ感染拡大前の対令和元年比において、９割強の観光入込

客数となっている。 

 

①調査主体・調査名：群馬県「観光客数・消費額調査」 

②調査目的    ：群馬県内の観光地点（観光行事）に来訪した観光客を調

査し、今後の観光施策の基礎資料に供することを目的と

する。 

③調査対象    ：観光入込客数は、次の地点を対象として推計したもの。 

（1）非日常利用が多い（月 1 回以上の頻度で訪問する人数の

割合が半分未満）と判断される地点であること。ただ

し、「訪問する頻度が高い者＝日常利用者である」とは

言い切れない地点については、本要件を満たすものとし

て取り扱う。  

（2）観光入込客数が適切に把握できる地点であること。 

（3）観光入込客数が年間 10,000 人以上、若しくは特定月の

観光入込客数が 1,500 人以上であること。 

（令和４年 421 カ所→ 令和５年 458 カ所） 

④調査対象期間  ：令和５年１月１日～令和５年 12 月 31 日 

⑤調査方法    ：県内の観光地点（観光行事）について、県内 35 市町村へ

照会し集計 
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（３）観光入込客数の推移 

 

① 観光入込客数の推移 

 

② 令和５年（2023 年）月別観光入込客数の推移 
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③ 市町村別観光入込客数の推移 

※「観光入込客数」は、十の位で四捨五入 
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④エリア別観光入込客数の推移 

 ※「観光入込客数」は、十の位で四捨五入 
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（４）調査結果（詳細） 

①月別観光入込客数推計表 

 ※「観光入込客数」及び「対前年増減数」は、十の位で四捨五入 
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②分類別の観光入込客数 

 

※分類は、後述の観光庁「観光入込客統計に関する共通基準」に基づく 

 

③ 主要温泉地の観光入込客数（分類別）  
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④ 主要観光施設の観光入込客数（分類別）  
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２ 宿泊者数 

観光庁「宿泊旅行統計調査」の確定値に基づき、県でとりまとめている。 

（１）調査概要 

 

（２）調査結果～宿泊者数の動向～ 

延べ宿泊者数は、10,255,390 人泊で、前年から 3,156,770 人泊増加

し、対前年比 144.5％となった。 

外国人延べ宿泊者数は、316,610 人泊で、前年から 269,940 人泊増加

し、対前年比 678.4％となった。 

延べ宿泊者数については、観光入込客数と同様に増加しており、新型コ

ロナ前の令和元年と比較しても 118.6％の伸び率であった。 

また、外国人宿泊者数においても、新型コロナ以前を上回り 30 万人に

到達した。 

 

①調査主体・調査名：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

②調査目的    ：わが国の宿泊旅行の全国規模の実態等を把握し、 

観光行政の基礎資料とする。 

③調査対象    ：宿泊者数は、次の施設を対象として推計したもの。 

ホテル、旅館、簡易宿所、会社・団体の宿泊所など。 

・従業者数 10 人以上の事業所：全数調査 

・従業者数 5 人～9 人の事業所：1／3 を無作為に抽出してサンプル調査 

・従業者数 0 人～4 人の事業所：1／9 を無作為に抽出してサンプル調査 

 

④調査対象期間  ：令和５年１月１日～令和５年 12 月 31 日 

⑤調査方法    ：観光に限らず、宿泊施設すべてについて調査 

 

観光庁 ⇔ 民間等請負業者 ⇔ 郵送（又はオンライン） 

⇔ 各報告者のとおり調査を行い推計 
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（３）宿泊者数の推移 

 

①宿泊者数の推移 

 

②令和５年（2023 年）月別宿泊者数の推移 
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③ 外国人延べ宿泊者数の推移 

 

 

④ 令和５年（2023 年）月別外国人延べ宿泊者数の推移 
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（４）外国人延べ宿泊者数の国籍別順位 

（従業者数 10 人以上の施設） 

 

 

 

 

順位 国籍 人泊 割合 全国順位 対前年比

第1位 台湾 76,560 27.7% 第25位 1,475.1%

第2位 香港 39,110 14.1% 第21位 865.3%

第3位 中国 23,650 8.5% 第29位 780.5%

第4位 タイ 18,630 6.7% 第18位 566.3%

第5位 米国 18,100 6.5% 第25位 512.7%

第6位 韓国 13,950 5.0% 第37位 835.3%

第7位 シンガポール 9,000 3.3% 第25位 471.2%

第8位 オーストラリア 7,750 2.8% 第24位 1,210.9%

第9位 ベトナム 4,160 1.5% 第15位 385.2%

第10位 マレーシア 3,860 1.4% 第24位 632.8%
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３ 観光消費額 

群馬県に訪れた観光客（日帰り客・宿泊客）の滞在中の消費額について、

観光庁「共通基準による観光入込客統計」、観光庁「宿泊旅行統計調査」、

群馬県「観光客数・消費額調査」をもとに、「客数（宿泊・日帰り別）×観

光客１人あたりの単価」により、県が推計している。 

 

（１）調査概要 

※観光庁「宿泊旅行統計調査」、群馬県「観光客数・消費額調査」については前述のとおり。 

 

①調査主体・調査名 

観光庁「共通基準による観光入込客統計調査」 

②調査目的 

都道府県における観光入込客に関する統計について、把握する項目定義、

調査手法、推計方法等に関する基準を共通化し、都道府県が相互に比較可

能な信頼性の高い統計を作成する。 

③調査対象 

「観光地点」及び「行祭事・イベント」  

「観光地点」は、下記の（1）～（3）の要件の全てを満たすもの 

「行祭事・イベント」については、（2）及び（3）の要件を満たすもの 

（1）非日常利用が多い（月 1 回以上の頻度で訪問する人数の割合が半分未

満）と判断される地点であること。ただし、「訪問する頻度が高い者＝

日常利用者である」とは言い切れない地点については、本要件を満たす

ものとして取り扱う。  

（2）観光入込客数が適切に把握できる地点であること。 

（3）観光入込客数が年間 10,000 人以上、若しくは特定月の観光入込客数が

5,000 人以上であること。 

④調査対象期間 

令和５年１月１日～令和５年 12 月 31 日 

⑤調査方法 

都道府県ごとの「観光地点入込客数・観光消費額単価・観光消費額」につ

いて、「（1）観光地点等入込客数調査」と「（2）観光地点パラメータ調

査」を組み合わせて推計する。また、両調査により把握できないものは、

観光庁「宿泊旅行統計調査」等の既存統計調査を活用して推計する。 

（1）観光地点等入込客数調査 

四半期ごとに市町村が、県内の観光地点及び行祭事・イベントの入込

客数を、観光地点の管理者・行祭事・イベントの実施者等に調査し、県

が集計する。 

（2）観光地点パラメータ調査 

四半期ごとに県が、県内の観光地点（10 地点以上）の観光客を対象

に、アンケート調査を行い、訪問地点数・観光地点消費額単価等につい

て調査する。 
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（参考）観光地点パラメータ調査地点 

 

 

（２）調査結果～観光消費額の動向～  

観光消費額は、2,644 億円であり、前年から 382 億円増加し、対前年比

116.9％となった。 

 

 

No. エリア 市町村 調査地点 サンプル数

1 渋川市 伊香保温泉 735
2 伊勢崎市 華蔵寺公園遊園地 745
3 前橋市 赤城山（大洞地区） 872
4 玉村町 道の駅 玉村宿 692
5 渋川市 道の駅 こもち 503
6 富岡市 富岡製糸場 883
7 安中市 碓氷峠鉄道文化むら 845
8 高崎市 榛名神社 917
9 藤岡市 道の駅 ららん藤岡 460

10 下仁田町 道の駅 しもにた 455
11 甘楽町 こんにゃくパーク 1,445
12 桐生市 アースケア桐生が岡遊園地 956
13 みどり市 草木ドライブイン 421
14 太田市 道の駅 おおた 448
15 館林市 つつじが岡公園 330
16 太田市 ぐんまこどもの国 535
17 みどり市 小平の里 377
18 草津町 草津温泉 657
19 中之条町 四万温泉 440
20 嬬恋村 万座温泉 213
21 長野原町 道の駅 八ッ場ふるさと館 1,006
22 東吾妻町 道の駅 あがつま峡 706
23 高山村 道の駅 中山盆地 954
24 みなかみ町 水上温泉（道の駅 みなかみ水紀行館） 774
25 川場村 川場田園プラザ 1,117
26 みなかみ町 たくみの里 583
27 片品村 道の駅 尾瀬かたしな 1,167
28 昭和村 道の駅 あぐりーむ昭和 587
29 沼田市 望郷の湯 481

20,304計

県央

西部

東部

吾妻

利根沼田
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観光消費額単価は、宿泊区分においては 21,045 円であり、前年から

5,612 円減少し、対前年比 78.9％となった。また、日帰り区分においては

3,022 円であり、前年から 297 円増加し、対前年比 110.9％となった。 

 

（３）観光消費額の推移 

①観光消費額の推移 

 

②観光消費額単価の推移 

 


